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T･Omori
私は今回，学校の御支援を得て， 7月27日より，8月17日迄，22日間，
「教員ヨーロッパ教育視察団」の1員として，各地を廻って来ましたo
その訪問先を述べますと， イタリーに於ては， ローマ， フローレンス，
ベニス， ミラノの各都市， スイスに於ては， ジュネーブ， グリンデワルド
チューリッヒ， ドイツに於ては， フランクフルト， ハイデルベルグ，オラ
ンダに於ては， アムステルダム，デンマークに於ては， コペンハーケン，
英国に於ては， ロンドン， フランスに於ては，パリー， ヴェルサイユの各
都市でした。
大体，午前中は，学校や教育機関を訪問し，午後は，名所，旧跡を廻り
ました。夜は， 自由行動になりますが，私は，語学の勉強も，主なる目的
でしたので，夕食後も， 出来るだけ，明日の行動に， さわらない程度に外
出し，外人達の歓談の中に入り，会話，発音等の勉強をしました。観光面
の事は， スライド用の多くの写真を撮りましたので，その方にゆづると致
しまして， ここでは，主として教育事情につき，特に，中等教育を中心と
して，その概略を，入手した資料や，見聞したところより，述べて見たい
と思います。もとより，訪問先の都合等より，詳細に説明していただいた
処もあり，又簡略にしか聞かれない処もありました。以下，順を追って，
述べて象たいと思います。
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○イタリーの教育事情について
訪問先, SINmCATONAZIONACESCOOLAMEmA(全国中等
学校協会）
A，全国中等学校協会について
イタリーに於ては，中等教育とは， 11才より18才迄で，日本に於ける高
等学校も含まれている。この協会は， 42の下部機構から成っており，1人
の先生が，年間2500リラ（日本円にして，約1300円）を会費として，出す
事になっており， 会員数は，約30万人である。凡ての教育研究をしてい
る。
B・ イタリーに於ける教職員組合について
イタリーに於ける教職員組合は， 3つの系統に分かれる。
C、G.I.L一共産党系
C.I． S.L－キリスト教民主党系
C、 1 ． L －社会党，叉は，共和党系
この様に，資金的，思想的に，政党との結びつきが，出来てしまってい
るが，教育者のグループであるので，独立した方が，理想的であると，云
っている。
C.教育一般事情について
イタリーに於ては，新学期は， 10月に始まり，翌年6月15日で終る。夏
期休暇は，完全にヴァカンスとなる。学期末試験は， 6月初めに行われ，
中学に於ては， 1年， 2年のうちは無く， 3年生のみ試験がある。この試
験に，合格しないと，高校に入れない。又，高校卒業時18才で試験を受け
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る。これに合格すると，大学に入学出来る。
中等学校（日本の中学と高校）の私立と，国立との数の割合は，前者が
8％，後者が92％で，私立は，極めて少ない，又，私立と国立との，学校
差は無い。
D・進学率について
イタリーに於ては，小学校5ケ年（満6才で入学）と下級中学校3ヶ年
の，計8ヶ年が，義務教育である。中学卒は91.8％である。これを，地域
的に見ると，次の様になる。
北部（ミラノ，ベニス， ジエノア等） 93.9％
中部（フローレンス， ローマ等） 95.2％
南部（ナポリより南シシリー島迄） 88.5％
南部は，農業を主体にしており，非常に貧しく，農家の次男，三男は，
北部の工場地帯に，労働者となっていくのである．南部は，教育面ばかり
でなく，経済，政治等凡ての面で， イタリーにとって，大きな問題となっ
ている。この事に関連して，高校卒の割合を見ると，
北部72.8％
中部80.1％
南部87.1％
と云う具合に，南部が，前記の進学率とは逆に，最高になっている，そ
の理由は，北部の場合，義務教育を終ると，すぐ就職出来るが，南部の場
合，職場が極めて少ないので，思う様に就職出来ず，やむを得ず，高校に
入れる様になるのである。
E・学校スポーツと社会スポーツについて
中等教育に於ける1週間の授業は，約30時間であるが，体育の時間は，
(I29)
週2時間である。
体育の教師は，オリンピックに記録を出した人や，その他，優秀なスポ
ーツ家がなるが，待遇があまりよくなく， これらの教師が，授業を拒否し
たりしているくらいである。従って，今後は， これら教師の待遇改善が，
問題となっている。
社会スポーツとしては， ジムナステイック， クラブという民間団体があ
り， 個人的に会費を払って， 水泳， レスリング，陸上競技等を行ってい
る。又， こうした処で，学校の体育時間の不足分を，補う事が出来る。
F.中学の教科内容
次に1例として，中学に於ける1週間の教科内容を述べると，次の様に
なる。
Hは必修科目、 Sは選択科目
G・教育の統一化と独自性
テキストは，国定ではない。学校により，様々のテキストを用いる。力
(I30)
蔚圓～室ミ
ーー
イタリヤ文学
及びラテン語
1
0
2
0
3
4S
宗 教 1S 1S 1S
文 学 10H 13H 9H
数 学 5H 6H 6H
外国語 2H 3H 3H
芸 術 2H 2H 2H
音 楽 1H 1S 1S
職業（工科） 2H 3S 3S
体 育 2H 2H 2H
リキュラムは，国が一応のプログラムを定めてあるが，後は自由で，学校
の独自性が保たれている。制服は全くない。
H・学校の生活時間について
小学校は， 8時20分から12時40分｜過‘剛中高校は， 8時20分から13時15分
授業は50分単位，授業後の活動は，小学校は，ケーム， スポーツ，宿題
等を義務づけている。中高校は， 13時15分からは，自由である．ただし，
生徒の都合により，夜間部もある． しかし， この半日教育，半日自由とい
った社会環境の中にあって， 1966年に法律が制定され，1つのクラスを15
人に押さえ，かつ課外活動を， 1週間10時間行うということになった。し
かし，人口の集中化，学校数の不足，教員不足などが起って来て， その実
行は難かしぐなり，現在の一般的数は， 1クラス中学25～30名，高校30～
35名と云うのが，普通である。課外活動が，1週間10時間と云う方は，現
在も行われている。
夏休は， 7月8月9月の3ケ月ある．教師は9月15日から出勤する，9
月15日から9月30日迄の間に,60点未満の成績をとった者に,追試をする。
冬休承は， 15日間，春休象は5日間である。
1 ．道徳教育と生活指導について
宗教々育は， カトリックであるが，強制はしない。宗教の授業はあるが
強制はしない。
道徳教育は，道徳社会として，課外でl～2時間実施している。その内
容は，小学校に於ては，先生の話や,日常生活の指導であり,中高校では，
ディスカッションをする時間である。生活を規制するよりも，国際的立場
で，人間関係を考えるように指導している。
(I3I)
J・授業料について
公立学校は， 月額12000リラ（約7000円）である．工業高校では，労働
者になる場合は，授業料は免除される．個人に対する国の補助は，成綴と
家庭状況による。
私立学校の授業料は，学校によって違う． 月額12000リラ（約7000円）
から10万リラ（約6万円）のひらきがある。
K.学校制度
前述したものも含めて整理すると，次の様になる。
①就学前の教育
3才から， 5才迄の幼児のために，初等学校の予備的段階として，戦後
発展した制度で「母親学校」 「こどもの家」などの名をもつ，幼児教育が
ある。公立は4分の1である．他は，宗教団体によって経営されるものが
多い。
②初等教育
小学校は下級（3ケ年），上級（2ケ年）の5年制（6才～11才）の男
女共学である。90%が国立である。
③中等教育
a下級中学校（11才～14才）小学校と合わせて8ヶ年の義務教育の，最
終段階である。叉，上級中学校への準備課程である。
b職業学校
義務教育を終えた者が， 希望により進学するo 2年と1年の過程があ
る。
c上級中学校
｝大学進学=-〆文科高等学校理科高等学校
(I32)
実業高等学校（農，工，商，航海，測量，家政）は，特定の学部に限っ
て，大学進学が認められる。
その他， 美術高等学校（小学校を卒業して入学9年制）音楽高等学校
（小学4年より入学， 10年制)，職業学校（小学校を終えて入学,6年制）
師範学校（中学を終えて入学， 5年制）がある。
④高等教育
大学は国立29,私立4である。修業年限は4年であるが，工学，工業化
学，建築工学は5年，医学部は6年である。
大学出身者は，全くのエリートであり，入学は容易であるが，卒業は至
難である。それ故，能力が充分でないのに，無理をして大学に進学する事
を止め，本人の能力，適性に応じた進路を決定する。
L.教員の問題
採用は，国家受験によるが，採用されても, 10年は臨時で勤務する，従
って10年以上経ないと，年金的なものは出て来ない。
大学教授は，他の職業を兼ねている者が多い， これは，勤務時間が8時
間労働でない故である。その為，学生の指導も不充分になりがちである。
女子教員は，初等教育において90％，中等教育に於て75％を示しており
極めて多い。これは，教員の給料が，比較的安いので，教員志望者が少な
く，女性が，小泄い程度かせぐと言うのが，現状の様である。従って，待
遇はあまり良くない。
M・非行化の問題
半日教育，半日自由と云った社会環境の中にあって，非行化の問題も，
心配されている。教員は，校内の教育には，熱意を示すが，校外教育は，
全く家庭に任せる。又，学校によっては，授業は9時より13時迄であり，
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それから昼休が， 3時間あり， 4時から再び授業が始まり， 6時に終る。
この長い昼休みは，学校だけでなく，官庁，会社，商店等が，すべてそう
であり，学校も，それに歩調を，合わせているのである． この長い昼休み
は，生徒の非行に，つながる危険があると，心配されている。
N.訪問校
ローマ大学･･…宏大なキャンバスに，中世風の雄物が，立っている。イ
タリー最大の綜合大学であり，学生数は10万位であるが，実際に通学して
イタリー‐ ローマ大学
いるのはその5分の1位の由である。籍はあっても，通学するとは限らな
いそうであり，卒業出来るのは，ほんの少数に限られるとの事であった。
カトリック大学･….､ミラノにあり，教授に案内していただいた。建物は
非常に古く， イタリーの大学でも，一番古い由であった。学部は，経済学
部と文学部であり，学生数は， 2万5千人であり，図書館を見学したが，
非常に多くの本があり，その数は， 123万冊との事であった。
(134)
○スイスについて
スイスは，学校訪問に止まった。スイスには，大学が8校ある。
A.ジュネーブ大学 ．
スイスジュネーブ大学
スイスで， 1番大きい大学であり，公立である．宏大なキャンパスを持
ち，何百年経たと思われる大木が並んで居り，その間は，芝生となってい
て，色々の美しい花が，咲いていた。尚， ここは，公園にもなっており，
市民の憩の場所となっている。その入口に，宗教改革記念碑がある。
巳． カルヴイン、カレッジ
1558年の創立で，大学に入る前の準備校として，実務教科を教えてい
る。語学は6ケ国語を教えており，機器も種を完備されていた。学生数は
1559名で，年令は16～20才迄である。
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○ドイツについて
A.西ドイツの教育制度
西ドイツは11の州からなる連邦政府であるが，ドイツの文部省は，連邦
政府になく，各州にある．各州は， 自分の州だけの文教政策をとり，連邦
では，連絡会を開くのみである。義務教育は， 6～18才迄である。8年過
程の国民学校の初の4年を終えた時，能力別に分け，良好な者は， 8年制
の古典語中学，近代語中学，理科中学へ進学し，将来は，綜合大学，単科
大学，教員養成大学へ進んで行く．中級の成績の者は， 6年制の中間（実
科）学校へ進む。
其の他の者は，上級国民学校へ行き，卒業して， それぞれの職業に就
く。そして，職業に就きながら， 3年間，定時制義務教育の職業学校へ通
う。
ドイツが，戦後高速の回復，発展を遂げた事は，世界の驚異であるが，
その根底をなすものは，教育にある。科学技術を優先し，精鋭主義，選良
主義をとっているため，機械産業で高度の発展を遂げ，経済を豊かにして
いる。尚，生徒の非行問題等は，殆んど配慮の必要がないそうである。
B.ドイツの大学について
ドイツの大学は，全部国立で，その数は少ない。綜合大学は14あり，こ
の中にウベルリン，ボン，ハイデルベルグ等の有名大学がある。単科大学
7，宗教大学4，工業大学8，総計で33である．
学校の数は少ないが，ゑんなマンモス校で，世界各国からの留学生も，
多数受け入れている。尚，特色として，学期毎に学生は，好きな教師の講
義を求めて， どこの大学に通ってもよい事になっている。
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C・訪問校
ドイツハイデルベルグ大学
ハイデルベルグ大学．．…･ライン河の支流， ネッカー河畔にあるハイデル
ベルグは，マイヤーフェルステルの名作， 「アルト，ハイデルベルグ」の
ワインと歌と，恋と決闘の学生を活の， ロマンチックな舞台として，世界
に知られている。大学は，此の物語の雷かれた時代と，殆んど変らない姿
で残っており，学生の教育的処嗣の場所として用いられたカールツェルも
現存している。
○オランダについて
A.義務教青
義務教育は， 6才～15才迄である。小学校卒業時の成績で，将来の進路
が定まる｡
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B・ ブ リ ツヂ
小学校卒業後,・ブリッヂと呼ばれる学校に入り，そこで生徒の様子を見
る。
進学する学校の性質によって，職業が定まる。大学入学希望者は，予備
校的の処で語学を学ぶ。
C.実業高校
大学に行かない者は， 4年制， 5年制の実業高校に入る。
H、 B.S.と云う語学を専門に学び，資格を得て，将来の地位を確保
出来る中等教育程度の学校もある。
大学を卒業出来る者は，極めて少なく，全くのエリートである。
○デンマークについて
A・義務教青
7才から16才迄義務教育である。
｜義"ゞ小学－7年制中学－2年制
B.高 校
高校は， 3年制である。
小学校卒業時に試験を受け，進学コースと一般コースに分れる。
高校は卒業時に国家試験を受け， これに合格すると，大学に無試験入学
出来る。
P.T、A.は月に1回開かれる。成人教育，社会教育が盛んでb講座
が， しばしば開かれる。
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国民高等学校→修業日数は4ケ月，叉は6ケ月である。ただし，これを
卒業しても，何の資格も得られない。
師範学校→小中高校の教員養成の学校である。
C.大 学
綜合大学は7，単科大学は20校ある。授業料は無料である。
D.訪問校
エアコース，ギムナジアムー公立の高校で， 3年制で男女共学である。
デンマークエアコースギムナジアム
生徒数は300名，教員は30名,50年創立1クラスは20名，語学に重点を
置く。
外国語→週に英語4時間， ドイツ語4時間，フランス語2，ラテン語2
時間である。
(I39)
○イギリスについて
A･プライマリー、スクール
初等教育は，幼児学校と下級学校に分れる。
幼児学校（2年制）→5才で入学。
下級学校（4年制）－7才で入学→卒業する時，11才テストと云う国家
試験を受ける。その結果，成績の良いものは，古典中学，技術中学，総合
制中学へ進学し，大学に進んで行く。
成績の良くないものは，近代中学に入学する。
B.普通レベルテスト
中等教育の前期，即ち中学終了時に，普通レベルテストを受ける。ここ
迄が義務教育である。そして， テストの成絨の良いものは，中等教育後期
l!llち，高校に入学する。
C.上級レベル試験
高校卒業時に，再び，上級レベル試験を受ける。その成織こより, A.
B、 Cの段階に分けられ，それにより，入学の大学が定まる。
D・大学の修業年限
大学の修業年限は，一般に3年であるが，教職課程は， 4年の学校もあ
る。尚，その上に， 4年制の大学院がある。
更に，音楽，農，商，工業の単科大学がある。これには，近代中学卒業
生も入学出来る。
以上は，一般の人々の行く公立学校，私立学校の組織である。
(I40)
E.パブリックスクール
他に，特権階級，貴族階級の行くパブリック,スクールがある。これは，
中世，教育は，僧侶丈けに限られていたのを， 一般人や，商人等が行く
事が出来る学校を，創立した事に始まる。これは，私塾的傾向が強かった
が， 19世紀になって，近代的な学校になった。卒業生は，オックスフォー
ド， ケンブリッヂ等の，私立の名門大学に進学する。
パブリック，スクールの数は， 30校である。授業料は，年に百万円位で
ある。更に，パブリック， スクールに入る為の，私立の小学校がある。
F.校外教育について
イギリスには， 日本の公民館活勤に相当する様な，組織的な校外教育，
社会教育はない。
学校外の教育は，凡て，家庭に任せられる。
ただし，特定の学校の間で，スポーツの試合をする事はある。
G.訪問校
ｲギリス（ロンドン） セントポールスクール
(I4I)
セントポール， スク
ール（ロンドン）
1590年創立，クリス
チャン系である。
セントポール寺院の
中にある。学生数は中
高全員で, 500名位で
ある。
イートン校パブリ
ック，スクールであり
名門校である。14世紀
ウィンザー公が創立し
た。多くの名士を，出
して居る。
イギリスイートン校正門
○フランスについて
A.幼児教育について
2才～6才迄であり，義務教育ではないが，大部分の子供が通学する。
その子供の％を，年令的に見ると次の様になる。
2才～3才→15％3才～4才→60％4才～6才→100％
B.義務教育について
6才～16才迄であり，授業料は無料である。
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C.進路について
小学コースを11才で終えると，オリエンテーションがあり，その結果，
次の4つのコースに分れて進学する。
リ セ－→7年制の中学
． レヂ→4年制の中学
小学補習科→4年制
小学完成級→3年制
成績の良い者や，金持の子供は， リセーに行く， リセーでは，初の2年
間を観察期間として，生徒の成績や，行動を観察して，良くない者は， コ
レヂに移す． 又コレヂでも， 同様に観察して， 良い者は， リセーヘ進め
る。
近頃， 2年の観察期間では，不充分故， 4年に延期する傾向があり，そ
こで， リセーとコレヂを一緒にした「中等教育コレヂ」と云う学校が，生
れている。全国で， 200位ある。
D・高校について（中等教育後期）
オリエンテーションにより，入学するとすぐ，大学に行く者と，就職す
る者に分れる．高校間の格差はない。→入学者は，国家試験により定まる
為，教員も同様である。
授業料は，国立は無料であり，私立は学校により差がある。尚，私立高
佼に2種類あり，成績の良いものだけ集める学校と，悪いものだけ集める
学校に分れる。
中等教育は，凡て男女共学である。
E.語学教育について
週27時間の中，語学の時間は，月火の午前と，午後に， 3時間づつあり
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又，木の午前に1時間，午後3時間ある。以前は，文法中心であったが最
近は，文法の時間を減じて，会話の方に，力を入れて来ている．以前の教
育方法により， フランス人は，外国語の会話に弱い。
F・生徒の処罰について
非行をした生徒に対しては，その生徒の父兄，教師, P.T.Aの代表，
生徒の代表が協議して定める。その程度は，数週間から1年迄の停学があ
る。又は，休暇中に登校して，特別に勉強する処罰の方法もある。最悪の
場合は，退学となる。落第は1回だけ認める． 2回以上落ちない様に，特
別に教育する。
G・校外教育について
家庭教育が，宗教的なものと結びついて， しっかりしているので，特別
校外教育の必要はない。日本の公民館に相当する組織的な機関はない。
H.大学について
大学入学試験受験者は，間校卒の40%,その合格率は70%である。故に
大学入学者は，全体の28％である。
大学は，殆んど国立であるが， カトリック系の私立大学も，少しある。
大学入学試験，卒業試験は，全部国家試験である。高校を卒業して，す
ぐでは，大学の入試に合絡するのが難しいので， 2年間その準備をする学
校もある。
他に，高等専門学校があり，専門教育をほどこすと共に，大学の教員を
養成する。
大学入学者の父兄の，職業を見ると，艇業7％，労働者10％，一般勤労
者83％である。
1968年の5月革命以後，専門教育に重点が，おかれる様になり，大きい
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大学を分散して，学部毎に独立させ，成果を上げている。
1 .教員養成について
教員の門は狭く，受験者の10%が，合格するだけである。
高等教育修学中， 18～20才で国家試験を受け，合格すると，2年間イン
ターンをして， 22才で初等教育教員となる。
20～22才で国家試験を受け合格すると，同様に2年間インターンをして
24才で中等教育教員となる。
J.訪問校
パリー大学の文学部と神学部→別の名を， ソルポンヌ大学と云う。非常
に古い， フランス第1の名門校である。パリー市内にあり，中世風の建築
である。
フランスパリー大学
K.教ff上の問題点
先づ初等教育に於て， 1クラスで24％が，落第する事である。この点の
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解決法として小グループに分けて，教育しようとしている。次に，大学入
試の国家試験（即ち，高校卒の試験と，大学入学の試験）が難しく，合格
率が低いので，その解決法として，①高校卒業の時の試験を，やさしくす
る．②高校卒業の時の試験を， もうすこし難かしぐして， これに合格すれ
ば，そのまま，大学入学を認める． こうした事を検討中であるが，未だ実
現されていない。
以上，各国の教育事情について，その概略を，述べて来ましたが，大体
共通して，言える事は，初等教育から大学教育迄，それぞれの段階に於て
一斉の国家試験叉はそれに準ずるものがあると言う事です。この試験に合
格しないと，進学出来ない事です。それ故各人が，それぞれ自己の能力が
判定出来るので，その能力に応じた学校に行く事になります。又，そうし
た各種の学校があると言う事です。そこで，大学に行く者は， 自分の能力
にも，相当自信のある，各種の試験に合格した全くの，エリートになりま
す。大学も，たとい入学しても，卒業するのは，至難ですので，無理をし
て迄， 日本の様に，大学に行きません。又，大学の数も戦前の日本より一
層少ない様です．大体，以上の事柄が，共通的に言えると，思います。
叉，私の感銘した事に，小，中，高校等で，生徒の非行問題について，
余り配慮の必要がないと言う事です。現在の日本の学校では，生徒の生活
指導と言った部分は，校内，校外に於て教育の重要なウエイトを占めて居
りますが， ヨーロッパに於ては，そうした必要は，殆んどないと言う事で
す。教師達の話をききましても，生徒は，学校の器物を非常に大切にし，
故意にこわす事等は，絶対に無いそうです。その原因を考えてゑますと，
古い歴史がある事を，彼等が非常に誇りにしており，又それを大事にして
いる事だと思います。したがって，その思想は，古い物を大切にする事に
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なり，凡ての物を大事にする事に通じます。建築物も， 日本と違って，永
続性のある石材等で造られて居る為に，一般の家でも，何百年と続く事に
なります。商店等も，改造は最少限にして，古い建築を出来るだけ保存し
ようとしております。
叉，各家庭では， 日曜等には，朝，家族全員で教会に礼拝に行く， と言
う具合に， 日常生活の中に，宗教が非常なウエイトを占めており， こうし
た事が，家庭生活を，健全な， うるおいのあるものにしており，子供達を
非行から，遠ざけていると思います。要するに，家庭が， しっかりしてい
るので，校外教育，校外指導と言った面を，学校及び社会教育機関が配慮
する必要は，殆んどないと言う事になります。
以上で，教育事情についての項は，終り度いと思います．次に，私の専
攻して居ります語学について，私の感じた事柄を，以下少し，述べて見た
いと思います。
○語学全般について
私は，語学を専攻しているので，前に一寸述べた様に，その方面も，出
来る限り研究してゑました。語学と言っても英語ですが，英語を母国語と
しない国々の人盈が，如何なる風に，英語を話すかと云う事に，非常な関
心がありました。又， この事が， 今回の外遊の主なる目的でもありまし
た。そして， その成果の充分あった事を，非常に，喜んで居ります。その
事について，小し順を追って，述べて見たいと思います。
A.機内で
初に，羽田空港より， エール， フランスのジャンボ機にのりました． フ
ランス人のスチュアーデスでした。出発となり，機内放送が始まりまし
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た。最初に， フランス語で放送があり，次に英語でありました。しかし，
その英語が，単語の発音と云い， イントネーションと云い，実にフランス
語に，似ていました。初はフランス語放送かと思った程でした。常に話す
スチュアーデスの英語さえ，母国語の影響を，非常に受けているのです。
B・ イ タ リ_
イタリー人の英語は, R等凡て発音する。所謂ローマ字式の発音でし
た。イントネーションは， イタリー語そっくりでした。疑問文も，語順は
平叙文で，ただ， イントネーションで区別していました。若い者は，相当
上手に，英語を話して居り，学校で，英会話の時間がある， と言って居り
ました。しかし，年配の人々は，英語の話せない人が多く，随分と困った
事もありました。
C・ ス イ ス
スイスに来ますと，英語が非常によく通じました。学校でも，英語の教
育，特に実務的な英語に，力を入れている由で，大低の人盈が，英語を話
しました。その発音も，標準英語に近い発音でした。観光立国を目標にか
ざしているだけあって，人なの，外国語に対する意識は，非常に強い様に
感じました。
D・ ド イ ツ
ドイツに於ては， スイス程ではありませんが，英語も，かなり通じまし
た。ただ， ドイツ人の英語の発音は，非常に特徴があり， ドイツ語の発音
に， よく似ていました。
E・ オランダ・デンマーク
オランダ・デンマークについては，両国とも，英語の通じる程度は，同
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じくらいでした。
多くの観光客が訪れる両国は，英語は， よく通じました。語学教育には
学校でも力を入れていました。ただ，非常に，なまりのある英語を，多く
耳にしました。その点， ヒアリングに，すこし苦労をしました。
F・ イ ギ リ ス
イギリスについては，特にロンドンに於ては，勿論母国語ですので，私
が話をした人は，非常に， きれいな英語を話していました。 リズムがあっ
て，丁度，音楽をきいている様な感じがしました。しかし， この人は，相
当教育のある人の様でした。反面相当なまりのある英語も，多く耳にしま
した。やはり，英国でも，地方，地方によって，相当，なまりがある由で
した。
G・ フ ランス
妓後にフランスですが，前に一寸述べた様に，外国人相手の商店でも，
英語の話せない人々が，多く居ました。これは， フランス人が， プライド
が高くて，無理に英語を，話そうとしない為である， と言われて居ますが
多少そう言う事もあるかも知れませんが，事実は，ほんとに話せない様で
す。私が話しかけても，困ったような顔をして，一言も発しない人含が，
相当居ました。若い人々は，多少話せる様でした。これは，学校の語学教
育の為だそうで，現在は，会話等，実務的な方に，変えているとの事でし
た。
H.概 説
以上，各国の語学の様子を，概略的に，述べてゑましたが，全般的に考
えて承ると， ヨーロッパ全体が，観光的に出来上っているので，各国の入
念は，好むと，好まざるとにかかわらず，その必要性にせまられていると
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云う事，即ち，外国人に接する機会も，非常に多いと云う事， こうした事
が，語学の勉強や，進歩に必要な， シチュエーションを作り上げている事
になります。そして，各国の人灸が，母国語の影響を受けた特徴ある英語
を，堂々と話して居ります。それで，相手に自分の意志が通じるのですか
ら， それで，主なる目的は， 達する事になります。その上手， 下手は，
第二の問題だと思います。母国語を話していない人なら，いざ知らず，母
国語を話している人なら，必ず，程度の差こそあれ，外国語に影響する事
になります。要は，相手に通じる程度の外国語を，話す事だと思います。
会話の場合は，一つの慣れですから，文献等で語学を勉強するのとは，別
の次元の問題ですので，一つのプラクテイスであると思います。その点，
日本人が，外国語の会話に弱いのは，それを実際に使用する機会も少なく
その進歩に必要な全般的なシチュエーシションが出来て居ない為だと思い
ます。この点に， 日本の語学教育の困難な問題点が，あると思います。
以上， 自分の感じた事を述べてみましたが， 日本人も， 日本式英語を，
そんなに気にする事なく， どしどし機会を見て，積極的に話す事だと思い
ます。それが上達への，最短距離になると考えます．
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